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親会社株主に帰属する 当期純利益
（億円）

業績の概況 】でま日03月9年92成平らか日1月4年92成平【 

セグメント別の概況 】でま日03月9年92成平らか日1月4年92成平【 

歯科器材は、新
製品や海外向け
の販売に積極的
に努めたことから、
増収となりました。
イオン交換膜
は、大型案件の受
注により、増収と
なりました。
医薬品原薬・中
間体は、ジェネ
リック医薬品向

けの販売数量が減少し、減収となりました。
微多孔質フィルムは、紙おむつなどのサニタリー用
品向けで、海外の連結子会社での販売が振るわず、減
収となりました。
ガスセンサの製造・販売を行うフィガロ技研株式会社
の株式の一部を譲渡したことに伴い、前年度の第２四
半期連結会計期間より、同社を連結から除外しました。
以上の結果、当セグメントの売上高は253億46百万
円（前年同期比1.2％減）、営業利益は14億97百万円
（前年同期比46.7％減）で減収減益となりました。

売上高／営業利益の推移
ライフアメニティー

セメントは、東
京五輪のインフ
ラ関連工事が本
格化し、東京地区
を中心として国
内向け販売数量
が増加したこと
と、アジア地区に
おける旺盛な需
要を背景に輸出
も増加したこと
により、増収とな

りました。一方で、石炭等の原料価格の上昇により製
造コストが増加しました。
資源リサイクルは、廃棄物の受入数量は減少した
ものの、廃棄物処理単価が上昇した結果、売上高は
ほぼ前年同期並みとなりました。
連結子会社は、生コンクリート等の出荷が好調
だったことにより、増収となりました。
以上の結果、当セグメントの売上高は425億26百
万円（前年同期比7.5％増）、営業利益は22億58百万
円（前年同期比39.7％減）で増収減益となりました。

売上高／営業利益の推移
セメント

多結晶シリコン
は、半導体向けの
販売数量は堅調
に推移したもの
の、Tokuyama 
Malaysia Sdn. 
Bhd.の譲渡に伴
う連結除外によ
り、減収となりま
した。
乾式シリカは、
半導体用研磨材

向けを中心として販売が増加し、増収となりました。
電子工業用高純度薬品は、半導体製品用途で販売
が堅調に推移し、増収となりました。
窒化アルミニウムは、半導体製造装置部材向けを
中心に堅調に推移し、増収となりました。
以上の結果、当セグメントの売上高は272億70百
万円（前年同期比13.8％減）、営業利益は43億35百
万円（前年同期比30.5％増）で減収増益となりました。

売上高／営業利益の推移
特殊品

苛性ソーダは、
アジア市況の上
昇を背景に、国内
と輸出の販売数
量がそれぞれ増
加し、国内の販売
価格の是正も進
んだため、増収と
なりました。
塩化ビニルモ
ノマーは、アジア
向けの輸出を中

心に販売数量が増加し、販売価格も堅調であったこ
とから、増収となりました。
塩化ビニル樹脂は、価格是正が進んだため、増収と
なりました。
以上の結果、当セグメントの売上高は433億57百
万円（前年同期比11.2％増）、営業利益は69億63百
万円（前年同期比16.5％増）で増収増益となりました。

売上高／営業利益の推移
化成品

セメントをはじめとする主力製品を中心に総じて販売が堅調に
推移したことや、苛性ソーダや石油化学製品の販売価格の是正に努
めたことなどにより、前年同期より35億73百万円増加しました。

売上高

営業外損益は、前年同期より58百万円悪化したものの、営業利益の
増加により、経常利益は前年同期より11億88百万円増加しました。

経常利益

特別損益は、Tokuyama Malaysia Sdn. Bhd.の譲渡に伴う事業
譲渡損の計上等により、前年同期より76億50百万円悪化しました。
以上の結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期よ
り182億74百万円減少しました。

 親会社株主に帰属する 
当期純利益

原燃料価格の上昇に伴う製造コストの増加等があったものの、
各事業の販売が堅調に推移したことや、価格是正の効果で収益が改
善したことなどにより、前年同期より12億46百万円増加しました。

営業利益

当期より表示方法の変更を行っており、第153期の営業利益については当該変更を遡及適用した組み替え後の数値を記載しております。




